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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年2月6日(2020.2.6)

【公表番号】特表2019-532134(P2019-532134A)
【公表日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2019-511712(P2019-511712)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 279/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 145/14     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 169/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 101/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 107/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  20/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  20/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/25     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  279/02     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  145/14     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  169/04     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  101/02     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  107/02     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  105/36     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   51/04     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/04     　　　　
   Ｃ１０Ｎ   20:00     　　　Ｚ
   Ｃ１０Ｎ   20:04     　　　　
   Ｃ１０Ｎ   30:00     　　　Ｚ
   Ｃ１０Ｎ   40:25     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月18日(2019.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下のモノマー：
（ａ）１０～２５質量％の（メタ）アクリル酸とヒドロキシル化水素化ポリブタジエンと
のエステル；および
（ｂ）０．５～１１質量％のＣ４～１８アルキルアクリレート
を含む、ポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポリマー。
【請求項２】
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　以下のモノマー：
（ａ）１０～２５質量％の（メタ）アクリル酸とヒドロキシル化水素化ポリブタジエンと
のエステル；
（ｂ）０．５～１１質量％のＣ４～１８アルキルアクリレート；
（ｃ）０～１質量％のメチルメタクリレート；
（ｄ）５５～７０質量％のｎ－ブチルメタクリレート；
（ｅ）５～２０質量％のＣ１０～１５アルキルメタクリレート；および
（ｆ）０～２質量％のスチレンモノマー
を含む、請求項１記載のポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポリマー。
【請求項３】
　成分（ｂ）として０．５～５質量％のＣ４～１８アルキルアクリレートを含む、請求項
１または２記載のポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポリマー。
【請求項４】
　市販のポリメチルメタクリレート標準を用いるサイズ排除クロマトグラフィー（ＳＥＣ
）によって測定された、２００，０００～８００，０００ｇ／モルの範囲の質量平均分子
量Ｍｗを有することを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項記載のポリアルキ
ル（メタ）アクリレート系コポリマー。
【請求項５】
　成分（ａ）のヒドロキシル化水素化ポリブタジエンが、ＤＩＮ　５５６７２－１に従っ
て４，０００～６，０００ｇ／モルの数平均分子量Ｍｎを有することを特徴とする、請求
項１から４までのいずれか１項記載のポリアルキル（メタ）アクリレート系コポリマー。
【請求項６】
　７以下のＰＳＳＩを有し、前記ＰＳＳＩ値は、ＡＳＴＭ　Ｄ　２６０３－Ｂに従って測
定されたデータに基づいてＡＳＴＭ　Ｄ　６０２２－０１に従って算出されることを特徴
とする、請求項１から５までのいずれか１項記載のポリアルキル（メタ）アクリレート系
コポリマー。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか１項記載のポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポ
リマーを、潤滑油組成物のノアック蒸発損失の低減のために用いる使用。
【請求項８】
　（Ａ）６０～８０質量％のベースオイル、および
　（Ｂ）以下のモノマー：
　　（ａ）１０～２５質量％の（メタ）アクリル酸とヒドロキシル化水素化ポリブタジエ
ンとのエステル；および
　　（ｂ）０．５～１１質量％のＣ４～１８アルキルアクリレート
を含む２０～４０質量％のポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポリマー
を含む、添加剤組成物。
【請求項９】
　（Ａ）６０～８０質量％のベースオイル、および
　（Ｂ）以下のモノマー：
　　（ａ）１０～２５質量％の（メタ）アクリル酸とヒドロキシル化水素化ポリブタジエ
ンとのエステル；
　　（ｂ）０．５～１１質量％のＣ４～１８アルキルアクリレート；
　　（ｃ）０～１質量％のメチルメタクリレート；
　　（ｄ）５５～７０質量％のｎ－ブチルメタクリレート；
　　（ｅ）５～２０質量％のＣ１０～１５アルキルメタクリレート；および
　　（ｆ）０～２質量％のスチレンモノマー
を含む２０～４０質量％のポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポリマー
を含む、請求項８記載の添加剤組成物。
【請求項１０】
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　少なくとも２４５のＶＩを有することを特徴とする、請求項８または９記載の添加剤組
成物。
【請求項１１】
　成分（Ａ）は、７０～７５質量％の量で存在し、成分（Ｂ）は、２５～３０質量％の量
で存在することを特徴とする、請求項８から１０までのいずれか１項記載の添加剤組成物
。
【請求項１２】
　成分（Ａ）は、前記添加剤組成物の全質量を基準として、
（Ａ１）５４～８０質量％の、ＡＰＩグループＩのオイル、グループＩＩのオイル、グル
ープＩＩＩのオイル、グループＩＶのオイルおよびそれらの混合物からなる群から選択さ
れるベースオイル、ならびに
　（Ａ２）０～６質量％のＡＰＩグループＶのオイル
を含むことを特徴とする、請求項８から１１までのいずれか１項記載の添加剤組成物。
【請求項１３】
　請求項８から１２までのいずれか１項記載の添加剤組成物を、潤滑油組成物のノアック
蒸発損失の低減のために用いる使用。
【請求項１４】
　（Ａ）７５～９９．５質量％のベースオイル、
　（Ｂ）以下のモノマー：
　　（ａ）１０～２５質量％の（メタ）アクリル酸とヒドロキシル化水素化ポリブタジエ
ンとのエステル；
　　（ｂ）０．５～１１質量％のＣ４～１８アルキルアクリレート
を含む０．５～１０質量％のポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポリマー、および
　（Ｃ）０～１５質量％の１種以上のさらなる添加剤
を含む、潤滑油組成物。
【請求項１５】
　（Ａ）７５～９９．５質量％のベースオイル、
　（Ｂ）以下のモノマー：
　　（ａ）１０～２５質量％の（メタ）アクリル酸とヒドロキシル化水素化ポリブタジエ
ンとのエステル；
　　（ｂ）０．５～１１質量％のＣ４～１８アルキルアクリレート；
　　（ｃ）０～１質量％のメチルメタクリレート；
　　（ｄ）５５～７０質量％のｎ－ブチルメタクリレート；
　　（ｅ）５～２０質量％のＣ１０～１５アルキルメタクリレート；
　　（ｆ）０～２質量％のスチレンモノマー
を含む０．５～１０質量％のポリアルキル（メタ）アクリレート系櫛形ポリマー、および
　（Ｃ）０～１５質量％の１種以上のさらなる添加剤
を含む、請求項１４記載の潤滑油組成物。
【請求項１６】
　成分（Ａ）は、前記潤滑油組成物の全質量を基準として、
　　（Ａ１）７４．２５～９９．４５質量％の、ＡＰＩグループＩのオイル、グループＩ
Ｉのオイル、グループＩＩＩのオイル、グループＩＶのオイルおよびそれらの混合物から
なる群から選択されるベースオイル、および
　　（Ａ２）０．０５～０．７５質量％のＡＰＩグループＶのオイル
を含むことを特徴とする、請求項１４または１５記載の潤滑油組成物。
【請求項１７】
　成分（Ｃ）は、慣用のＶＩ向上剤、分散剤、消泡剤、清浄剤、酸化防止剤、流動点降下
剤、耐摩耗添加剤、極圧添加剤、摩擦調整剤、防食添加剤、染料およびそれらの混合物か
らなる群から選択されることを特徴とする、請求項１４から１６までのいずれか１項記載
の潤滑油組成物。
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